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“Karada Talk”is a name for a dance workshop, in which participants listen to the 
voice of our own bodies responding to the surroundings. This report shows a trial 














































































































































































































5月24日     「水のダンス」から
Dance with Water in Stewpot（鍋の水）
http://www.youtube.com/watch?v=5MZxdW5u04A
Dance with a Glass of Water（コップの水）
http://www.youtube.com/watch?v=ABvEJ3DZXFI
Dance with Water Pool（プールの水）
http://www.youtube.com/watch?v=jo-ZYgIlc68
Dance with Water on Concrete（コンクリートの水溜まり）
http://www.youtube.com/watch?v=xyPqHOcsecs





Smoke on the Ice（ドライアイス、蚊取り線香）
http://www.youtube.com/watch?v=qjLggZdBevw




















































































2.4 　《Ten Minutes Project》今後に向けた課題
「からだトーク」映像記録公開で用いられたこの10分間切り取りの手法による作品制作を、
筆者は《Ten Minutes Project》と名づけ、このワークショップ以外の映像記録にも応用し、す
でに約半年で40本以上の10分映像がYouTube上に公開されている。編集にほとんど時間を要し
ないため、アップロードに関する手間さえ厭わなければ、「速報性」に優れ、多数のイベント
開催にも対応可能な映像記録・公開方法であると考えられる。さらに、インターネット公開を
利用する利点として、編集作業によって映像そのものに文字情報や声による解説を入れなくと
も、解説文として文字による情報追加を事後的に行うことができる。さらにまた、この編集・
公開方法を用いれば、過去の映像記録を（再）利用して新たに映像を制作することもできるだ
ろう。この点からも、この10分間の切り取りは、編集されずに眠ったままである映像記録を、
特別な技術を要さず手軽に一般に公開する方法として有効であると思われる。
他方、10分という枠組みは、あくまでも制作者の視点から選ばれたものであり、インター
ネットを経由した閲覧者によって、果たして10分という時間枠が長過ぎるのかどうか、まだ評
価は定かではない。5分が妥当なのか、あるいは7分なのか、確かな根拠はない。実際に、筆者
もいくつか５分間の切り取りを試作してみたところ、５分間の場合は出来事の一つの小さな単
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位や要素に絞り込むことになるため、ある部分だけを強調する目的の上では有用であるように
も思われる。その反面、出来事の変化が小さな単位に切り取られてしまうため、現場で持続し
ていた空気感や密度、より大きな流れを視聴者が直観的に捉えることが難しくなる。また、２
時間程度のイベントを最大で30分から40分ほどに映像作品化する場合、10分の切り取りであれ
ば、３〜４本程度を作成してさえおけば、あとは視聴者が時間に応じて１本、２本と選択して
見るだけで十分であるが、例えば５分の切り取りを採用して６本〜８本を作成するとなると、
作成本数が多くなる上に、制作者、視聴者のいずれの側でも、何を選び、どの順序で見るべき
かなどについて考慮せざるを得なくなり、制作した後になってから制作者、視聴者の双方にと
って考えるべき点が多くなると予想される。つまり、10分間の選択は、そのなかに流れやコン
テクストがある程度含まれているがゆえに、制作者が念入りに選択さえすれば、複雑な編集作
業を介さずとも流れやコンテクストは視聴者に伝わりやすいといえる。
最後に、この10分間無編集の切り取り法は、身体表現パフォーマンス、とくに即興を中心
にその場で生み出されて、何が起こるか分からない種類の出来事を記録するのに適していると
いえるが、反対に、ワークショップ等の手順が予め決められていて、記録もその手順どおりに
行われなければならない場合にはまったく不向きであろう。つまり、この方法は、10分という
時間枠のなかに、ある出来事が降り立つのを待つ、という姿勢が主催者・記録者（そして視聴
者）のあいだで共有されている場合にこそ有効な手段なのである。
